
2025年度 講義概要 

科
目
名 

関係法規 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

３学年・後期 
担
当 

済生会職員 

（事務） 

目
的 

 

保健・医療・福祉に関する主な法規について学ぶ。 

目
標 

 

１．保健・医療・福祉に関する法規の概要を理解できる。 

２．保健・医療・福祉が関係する法規で成り立っていることを理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．法律の基礎知識 

１）法の概念 

 

２．医療の提供に関する法律 

１）看護法 

２）医事法 

３）薬務法 

 

３．疾病予防・健康増進に関連する法律 

１）保健衛生法 

 

４．社会福祉および障害者に関連する法律 

１）社会保険法 

２）福祉法 

 

５．労働に関連する法律 

１）労働法と社会基盤整備 

 

６．環境に関連する法律 

  １）環境法 

評
価
方
法 

 

授業参加状況・課題・筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度[4]  看護関係法令   医学書院 

 

 

参
考
書 

 

 

 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                    

科
目
名 

地域生活支援論 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

多様な場で生活する様々な健康レベルにある人々の生活の質を向上できるように、地域や人々のもつ力を引き出

す支援を学ぶ。 

目
標 

1．母子、成人、高齢者などのライフステージにある人々に関する地域看護活動について理解できる。 

2．地域看護活動の場の特性（保健所、保健センターなど）を理解できる。 

3．障害、難病などの療養者を取り巻く環境や支援について理解できる。 

4．地域の病院・診療所・外来部門など地域医療の場を想定した多職種連携を理解できる。 

5．コミュニティアセスメントを行い、地域の特性を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

1．地域看護活動の場 

1）保健所 

2）保健センター 

 

 

2．地域保健活動の実際 

1）母子保健活動 

2）成人保健活動 

3）高齢者保健活動 

4）障害者・難病保健活動 

 

 

3．コミュニティアセスメント 

1）コミュニティアセスメントの目的 

2）コミュニティアセスメントの方法 

3）コミュニティアセスメントの実際 

 

演習：グループワーク 

 

 

 

 

ゲストスピーカー 

・市の保健師 

・草津保健所の保健師 

 

 

 

 

演習：グループワーク 

①地域の市町村についてこれまでの学

習をもとに分析 

②地域の現状や課題を明確にする 

③コミュニティマップを作成 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

① 系統看護学講座 地域・在宅看護論［1］ 地域・在宅看護の基盤 医学書院  

② 系統看護学講座 地域・在宅看護論［2］ 地域・在宅看護の実践 医学書院 

③ 厚生の指標 増刊 国民衛生の動向，一般財団法人 厚生労働統計協会 

参
考
書 

地域看護アセスメントガイド  アセスメント・計画・評価のすすめかた   医歯薬出版 

 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

地域・在宅看護演習 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

地域で療養する対象者の看護を実践するために必要な技術を学ぶ。 

目
標 

1．在宅における看護展開の特徴を理解できる。 

2．在宅の援助技術を実施し、在宅療養環境での看護援助を考察できる。 

3．地域・在宅看護における倫理的問題について気づき、考察できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

1．在宅における看護の展開 

1）在宅における看護展開の特徴 

2）アセスメントのポイント 

2）看護上の課題の抽出 

3）計画立案の視点 

4）実施のポイント 

5）評価のポイント 

6）在宅における看護展開の実際 

〇 ALS（筋萎縮性側索硬化症）の療養者の紙面事例での展開 

①疾患の理解 

②難病に関する制度の理解 

③在宅での医療ケア 

④日常生活援助計画 

 

2．在宅における看護技術の実際 

1）在宅環境での日常生活援助 

2）福祉用具を使用した援助 

3）医療ケア 

 

3．地域・在宅看護における倫理 

・看護倫理の概要と活用 

・在宅看護特有の倫理的問題 

〇在宅療養者の尊厳・在宅療養者と家族の意思決定・プライバシーの保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

・看護展開の個人ワーク 

・グループワーク 

 

 

 

 

演習 

・在宅の物品を使用した日常生

活援助を計画・実施 

・福祉用具の使用体験 

・医療ケアの実施 

 

演習：グループワーク 

・事例をもとに倫理的課題の支

援の方法を考える 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

① 系統看護学講座 地域・在宅看護論［1］ 地域・在宅看護の基盤 医学書院  

② 系統看護学講座 地域・在宅看護論［2］ 地域・在宅看護の実践 医学書院 

③ 厚生の指標 増刊 国民衛生の動向，一般財団法人 厚生労働統計協会 

参
考
書 

 

 

 

 



2025年度 講義概要                                     

科
目
名 

成人看護学急性期演習 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

周手術期にある対象者に応じた看護を実践するために必要な援助・技術を学ぶ。 

目
標 

1. 周手術期の経過を理解し必要な援助について考察できる。 

2. 周手術期にある対象者に必要な基本技術を習得できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．周手術期における看護  

 １）術後の回復過程     

  （1）クリティカルパスの活用 

２）周手術期患者の看護過程 

（1）事例による看護展開 

（2）術後合併症とセルフケア看護 

 ３）周手術期に必要となる援助技術 

（1）術後合併症の看護 

    ①術後の観察・アセスメント 

    ②創傷・ドレナージ管理 

③術後の疼痛緩和・早期離床の看護 

④退院に向けた看護 

 

 

 

 

事例による看護展開・グループワーク 

 

 

演習： 

術前準備 

弾性ストッキング装着など 

 

術後の観察とアセスメント 

 フィジカルイグザミネーション 

モデル人形を用いて創傷・ 

ドレナージ管理など 

 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

 

術中／術後の生体反応と急性期看護        医歯薬出版株式会社 

参
考
書 

 

 

 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

 子どもと家族の看護演習Ⅰ 
単
位
数 

１ 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

生命の誕生から子どもの成長・発達、および家族について、安全で安楽な看護を実践するために必要な技術を習

得する 

目
標 

１．正常に経過する妊産褥婦および新生児の状態をアセスメントできる。 

２．妊娠各期に必要な保健指導が実施できる。 

３．分娩・産褥期に必要な援助が実施できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．妊産褥婦に対して看護を展開していくアセスメントの視点 

  ・ウェルネス思考での母性看護の視点 

・産褥経過の理解 （入院中のスケジュールを使用） 

 

２．経過に応じた看護の展開 

 １）妊娠期の各期にある対象（妊婦・胎児）について 

   （妊婦健康診査・保健指導の実際・妊婦体験） 

 ２）分娩期にある対象（産婦・胎児）について 

   （分娩促進・産痛緩和の看護の実際） 

 ３）産褥期にある対象（褥婦・新生児）について 

   （育児指導・沐浴等） 

 ４）その家族に向けた支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習：紙面事例に基づき、経過に応じた看護

を個人で計画する。計画に基づきグループで

討議する。（倫理的問題にも着眼して内容を検

討する） 

下記の演習に取り組む 

①妊娠期の保健指導の実際 

②分娩期の産婦への看護の実際 

③育児指導（沐浴指導）と新生児 V.S測定 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、小テスト 

 

テ
キ
ス

ト 

系看 専門分野Ⅱ 母性看護学 （1）母性看護学概論 医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 母性看護学 （2）母性看護学各論 医学書院 

参
考
書 

ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程 第 3版   医歯薬出版 

写真でわかる 母性看護技術アドバンス   インターメディカ 

 

 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

子どもと家族の看護演習Ⅱ 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

教員 

（看護師） 

目
的 

生命の誕生から子どもの成長・発達、および家族について、安全・安楽な看護を実践するために必要な技術を習

得する。 

目
標 

1．小児の特性を踏まえた倫理・安全への配慮について理解できる。 

2．子どもの成長・発達を理解し、発達段階に応じた援助方法を理解できる。 

3．小児の特性を捉え、健康を障害された小児とその家族に対する観察および必要な援助技術を習得できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

1．子どもの看護場面における倫理・安全に関する検討 

   

 

 

 

2．子どものケアに必要な看護技術の実際 

1) バイタルサイン測定、フィジカルアセスメント 

2) 治療に伴う技術 

シーネを用いた点滴固定法、酸素療法 

3) 安全に関する技術 

  環境整備、ベッドの種類、ベッド柵 

4) 清潔の援助 

 

3．健康障害のある子どもと家族の看護展開 

 1) 健康障害と診療内容、成長・発達、家族に及ぼす影響の 3つの視点につい

てのアセスメント 

2) 看護問題に対する看護計画の立案 

 

 

 

 

 

 

演習 

事例に基づき発達段階に応じ

た倫理的問題や安全対策につ

いて考える 

 

演習 

発達段階別事例への援助をグ

ループで計画し、モデル人形

を用いて実施 

 

 

 

 

演習 

子どもと家族の看護演習Ⅰの

事例で成長した子どもが入院

した場合の看護展開を個人で

演習し、発表・討議する 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、課題、演習参加 

 

テ
キ
ス
ト 

系統看護学講座 専門分野 小児看護学概論 小児臨床看護総論 小児看護学１ 医学書院 

系統看護学講座 専門分野 小児臨床看護各論 小児看護学２ 医学書院 

参
考
書 

 

 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

精神看護学演習 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

精神障害のある対象者および家族の看護と看護実践のあり方を学ぶ。 

目
標 

1．精神障害のある患者の看護展開の特徴が理解できる。  

2．精神障害のある患者の安全管理について理解できる。 

３．精神障害のある患者とのコミュニケーションについて考察できる。 

 内容 方法 

授
業
計
画
・
内
容 

1. 精神障害のある人の看護展開 

    1）対象理解 

  2）三側面のアセスメント 

（健康障害・治療、 日常生活活動、 社会相互関係） 

  3）生活障害についての看護計画 

  4）ストレングスの活用 

 

２．精神障害のある患者の安全管理 

病床環境の観察とアセスメント、安全対策 

 

2. 精神障害のある患者とのコミュニケーション 

  1）対人関係の構築 

  2）自己洞察・自己理解 

  3）感情リテラシー 

 

 

 

 

 

演習：紙面事例による展開 

幻聴体験、幻聴かるた 

 

 

 

 

 

演習：病床環境の観察とアセスメント 

 

プロセスレコードの分析 

評
価
方
法 

授業参加状況、課題、筆記試験 

テ
キ
ス
ト 

系看 専門分野Ⅱ 精神看護学［1］精神看護の基礎   医学書院 

系看 専門分野Ⅱ 精神看護学［2］精神看護の展開   医学書院 

参
考
書 

 

 

 

  

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

看護管理 
単
位
数 

１ 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

済生会職員 

（看護管理者） 

目
的 

広い視野で社会の動向を捉え、組織や医療チームの一員としての役割や責務を自覚し、看護師として自立するため

のスキルを学ぶ。 

目
標 

1．看護の対象者に責任をもってケアを提供するために、日常業務のマネジメントや安全管理の基礎的知識が理解

できる。 

2．看護チームの一員として多職種と協働しながら、必要な人的・物的・財的資源を活用し看護サービスが提供さ

れる仕組みを理解できる。 

3．看護師としてのキャリア形成の過程が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．看護ケアのマネジメント 

 ・看護師の責任と役割 

 ・看護倫理 

 ・タイムマネジメント 

 ・看護業務のマネジメント 

 ・安全管理 

 ・ストレスマネジメント 

 ・多職種との連携 

 

２．看護サービスのマネジメント 

 ・看護ケア提供システム 

 ・人材のマネジメント 

 ・施設、療養環境のマネジメント 

 ・物品のマネジメント 

 ・情報のマネジメント 

 ・看護サービスの評価 

 ・組織目的達成のマネジメント 

 

３．看護職のキャリアマネジメント 

 ・看護師のキャリア発達とキャリア開発、キャリア形成 

 

４．マネジメントに必要な知識と技術 

 ・リーダーシップとフォロワーシップ 

 ・調整能力 

 ・組織構造と組織文化 

 ・コミュニケーション 

 ・動機づけ 

 ・パワーとエンパワーメント 

 ・変革とコンフリクト 

評
価
方
法 

 

授業参加状況、筆記試験 

 

テ
キ
ス
ト 

 

系看 統合分野 看護管理 看護の統合と実践①  医学書院 

 

参
考
書 

 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

看護研究 
単
位
数 

1 
時
間
数 

15 

開
講
時
期 

3学年・通年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

看護における研究の必要性を理解し、論理的思考、研究的態度を養う。 

目
標 

1．看護における研究の必要性と研究の種類について理解できる。 

2．看護研究の進め方と文献の活用方法について理解できる。 

3．ケーススタディをまとめ、発表することができる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 

１．看護研究の必要性 

１）看護研究とは 

 ２）研究の意義 

 ３）看護における研究と課題 

 ４）研究における倫理的配慮 

 

２．研究過程の概要 

 １）研究課題の選択 

 ２）概念枠組みの明確化 

 ３）研究デザインの種類、特徴 

 

３．論文の構成と文献検索 

 １）論文の構成 

 ２）文献検索方法と文献クリティーク 

 

４．研究計画書 

１）研究計画書の内容 

 ２）研究計画書の書き方 

 

５．ケーススタディ 

１）ケーススタディの方法 

２）論文作成 

３）クリティーク 

 

６．プレゼンテーション  

 １）プレゼンテーションの方法 

 ２）スライド作成 

 

７．研究発表の方法と発表会の運営 

 １）発表会運営の実際 

 ２）発表会準備と実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習事例でケーススタディ 

（指導を受け論文を作成） 

 

 

 

 

 

 

研究発表会 

評
価
方
法 

 

課題取り組み状況、論文、プレゼンテーション 

テ
キ
ス
ト 

 

看護のためのわかりやすいケーススタディの進め方   照林社 

  

参
考
書 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

臨床判断の応用 
単
位
数 

1 
時
間
数 

30 

開
講
時
期 

3学年・通年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

既習の知識・技術を統合し、臨床に近い状況に応じた看護が実践できる能力を養う。 

 

目
標 

1．複数の患者を受け持ち、優先順位を考えた行動計画を立案し、考察できる。 

2．身体侵襲を伴う技術を通して、専門職としての責任感と倫理観を身につける。 

3．様々な臨床状況に応じた対応について考え、実施できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

内容 方法 担当（時間） 

１．複数の患者を受け持つ場合の援助 

 １）多重課題の優先順位を考える 

   ・ケアの優先順位 

   ・タイムマネジメント 

２）複数の患者の計画 

  ・2事例の援助の必要性の明確化 

  ・事例に応じた援助計画の立案 

・2人の患者間の優先順位を踏まえた行動計画の立案 

 ３）複数患者の看護実践 

   経時的変化に応じた関わり（計画修正のアセスメント） 

  

 

個人ワーク 

グループワーク 

 

 

演習 

 

 

専任教員 

（16時間） 

 

 

 

２．採血技術  

１）学生同士での採血の実施 

２）専門職としての責任と倫理 

 

 

静脈血採血の実施 

専任教員 

（6時間） 

 

３．事例に応じた臨床判断の実践 

 １）様々な看護場面を想定し、状況に応じた看護実践を行う 

 ２）実践に対する振り返り 

 

OSCE 

（臨床看護師に演

習参加してもら

う） 

専任教員 

（8時間） 

 

評
価
方
法 

 

課題、OSCE  

 

テ
キ
ス
ト 

 

 

 

参
考
書 

 

できるナースの動き方がわかる 多重課題クリアノート 学研 

 



2025年度 講義概要                                

科
目
名 

地域・在宅看護論実習Ⅰ 

(地域で暮らす療養者の看護) 

単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

3学年・通年 
担
当 

専任教員 

(看護師) 

目
的 

在宅療養者とその家族の健康上の課題を知り、生活の場に応じた看護の役割と方法について学ぶ。 

チーム医療および他機関・多職種と協働する看護の役割を学ぶ。 

目
標 

1．在宅療養者とその家族の健康状態および生活状況から療養上の課題が理解できる。 

2．在宅療養者をとりまく生活環境を知り，在宅看護の役割と方法を理解できる。  

3．在宅療養者とその家族を支援する社会資源の活用方法と多職種との連携を理解できる。  

4．関わる人々を尊重し、専門職としての対応とマナーをふまえた行動がとれる。 

授
業
計
画
・
内
容 

ａ．訪問看護ステーション 

1．実習時間：10時間×6 日間=60時間 ［8:30～16:45（休憩 45分間）］ 

2．実習施設：滋賀県済生会訪問看護ステーション 

3．実習方法 

1）訪問看護師と共に在宅療養者の同行訪問を行う。 

2）訪問事例を通して対象者の理解を深め、生活の場や状況に応じた援助方法の実際を知る。 

3）訪問事例のうち 1事例は複数回訪問をし，課題を見出し，計画立案・実施する。 

4）在宅療養者とその家族に必要な社会資源の活用と多職種との連携を考える。 

5）カンファレンスを行い、学びを共有する。 

ｂ．看護小規模多機能型居宅介護事業所 

1．実習期間：9時間×2日間=18時間 ［8:30～16:00（休憩 45分間）］ 

2．実習施設：看護小規模多機能型居宅介護事業所なでしこ草津 

3．実習方法 

1）スタッフと行動を共にして、通い、泊まり、訪問看護、訪問介護の利用者のケアを見学・実施する。 

2）看護小規模多機能居宅介護事業所の役割・機能と関係職種の役割を考える。 

3）実習 2日目に看護小規模多機能型居宅介護事業所での学びを共有する。 

ｃ．小規模多機能型居宅介護事業所 

1．実習期間；8時間×1日間=9時間 ［8:30～15:15（休憩 45分間）］ 

2．実習施設：小規模多機能型居宅介護事業所なでしこ栗東 

3．実習方法 

1）訪問介護のスタッフと行動を共にし、利用者のケアを見学・実施する 

2）施設利用者のケアをスタッフと行動を共にし、見学・実施する。 

3）小規模多機能居宅介護事業所の役割・機能と関係職種の役割を考える。 

ｄ．まとめ 

1．実習期間；3時間×1日間=4時間 

2．実習施設：学内 

3．実習方法 

グループで臨地での学びを共有し、在宅療養者・家族へのサービスの必要性、関係職種との連携および看

護職の役割について考察する。 

 

 

 

 

詳細は実習要項参照   

 

 
  



2025年度 講義概要 

科
目
名 

地域・在宅看護論実習Ⅱ 

(地域の暮らしを支えるマネジメント) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

45 

開
講
時
期 

3学年・通年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

地域包括ケアシステムにおける多職種の連携と看護の役割を知り、地域の人々への支援の実際を学ぶ。 

目
標 

1．対象者への意思決定の支援について考察できる。 

2．退院支援・在宅療養移行支援の方法が理解できる。 

3．地域包括支援センター・居宅介護支援事業所の支援の実際が理解できる。 

4．地域の他機関や多職種の役割およびそれらとの連携、調整方法が理解できる。 

5．地域包括ケアシステムの機能について理解し、看護の役割を考察できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

ａ．患者支援センター（退院支援部門） 

1．実習期間：9時間×2日間=18時間 ［8:30～16:00（休憩 45分間）］ 

2．実習施設：済生会滋賀県病院 患者支援センター 

3．実習方法 

1）入退院センターの看護師と行動を共にし、退院支援場面を通し、退院支援プロセスを考える。 

2）退院支援場面より、多職種連携および関係職種の役割を知る。 

 

ｂ．地域包括支援センター 

1．実習期間：8時間×2日間=16時間 ［8:30～15:15（休憩 45分間）］ 

2．実習施設：栗東市（葉山・栗東・栗東西）地域包括支援センター 

3．実習方法 

1）担当地域の特徴を学習する。 

2）スタッフと行動を共にし、相談・調整・訪問活動などの実際を知る。 

3）地域包括支援センターの機能と役割を考える。 

 

ｃ．居宅介護支援事業所 

1．実習期間：8時間×1日間=8時間 ［8:30～15:15（休憩 45分間）］ 

2．実習施設：済生会居宅介護支援事業所栗東 

3．実習方法 

1）介護支援専門員と行動を共にし、利用者・家族との関わりや支援の実際を知る。 

2）多職種との連携場面を見学し、ケアマネジメントの実際を知る。 

 

ｄ．まとめ 

1．実習期間：3時間×1日間=3時間 

2．実習施設：学内 

3．実習方法 

1）臨地での学びを共有し、対象者が地域で生活するためのケアシステム・社会資源および関係機関・職種の

連携のあり方について考察する。 

2）実習後にレポートにまとめ、学びを整理する。 

➀ 地域包括ケアシステムでの看護の役割 

➁ 退院支援の実際 

 

 

 

 

詳細は実習要項参照   

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

周手術期看護実習 
単
位
数 

1 
時
間
数 

45 

開
講
時
期 

3学年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

周手術期にある対象者の特徴を理解し、生命維持、苦痛の緩和とその状況に即した看護の実際を学ぶ。 

 

目
標 

1．手術に関わる基礎的知識と援助内容について理解できる。 

2．周手術期において予測される合併症や苦痛を判断し、予防および緩和への援助ができる。 

授
業
計
画
・
内
容 

1.実習期間：5日間 

2.実習施設：済生会滋賀県病院（9西病棟、手術室） 

3.受け持ちの対象：手術を受ける患者を 1名受け持つ。 

4.実習方法 

1)受け持ち患者の看護を展開する。 

  2)クリティカルパスや病棟の術前後の指導手順を参考にし、看護計画を立案する。 

  3)計画に基づいて看護師とともに援助を実施し、評価を行う。 

  4)手術前後の観察、処置は看護師とともに実施する。 

  5)受け持ち患者の手術を見学する。 

  6)状況に応じて、手術を受けた他患者の援助を見学・実施する。 

 7)共有学習や問題解決に向けた討議を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は実習要項参照   

  



2025年度 講義概要 

科
目
名 

慢性期・終末期看護実習 
単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

3学年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

慢性期・終末期にある対象者の特徴を理解し、意思決定支援と経過別に応じた看護を学ぶ。 

 

目
標 

1．慢性期・終末期にある対象者の身体・心理・社会的特徴とその家族について理解できる。 

2．受け持ち患者の経過別状態に応じた看護援助が実施できる。 

3．慢性期にある患者とその家族がよりよく生きるための、セルフケア確立に向けた看護について理解できる。 

4．終末期にある患者の苦痛・苦悩を知り、それらを緩和するための援助方法を理解できる。 

5．慢性期・終末期にある患者および家族の今後の問題を見据え、必要な多職種との連携が考察できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

1.実習期間：10日間（病棟 10時間/日×8日間、学内 5時間/日×2日間（1日目と 10日目）） 

2.実習施設：済生会滋賀県病院（一般病棟） 

3.受け持ちの対象：治療が必要な患者を 1名受け持つ。 

4.実習方法 

1)受け持ち患者の看護を展開する。 

・日々の状態変化を観察し、助言を受けながら臨床判断する。 

・患者に行われている治療についてアセスメントし、必要な援助を実施する。 

・患者および家族の意思決定を支えるための関わりについて看護師、多職種と共に考える。 

2)リフレクションを行う。 

  3) 患者との関りをプロセスレコードで振り返る。 

4)看護技術到達度表の未経験の技術を明らかにし、技術の経験ができるよう計画的に行動する。 

・医療処置を学習し、看護師とともに実施する。 

5)対象の特徴と看護について話し合い、経過別看護の特徴について共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は実習要項参照    

 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

老年看護学実習Ⅱ 

(認知症高齢者の日常生活支援) 

単
位
数 

1 
時
間
数 

45 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

 

施設で生活している認知症高齢者を総合的に理解し、対象者に応じた関わりを学ぶ。 

目
標 

1．認知症高齢者の身体・心理・社会的特徴が理解できる。 

2．認知症高齢者の健康状態を理解し、生活上の問題がとらえられる。 

3．認知症高齢者の症状に応じた関わりができる。 

4．各施設の機能と役割が理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

1.実習期間：5日間（学内実習含む） 

2.実習施設：淡海荘（4丁目）、ケアポート栗東（３階棟）、治田の里（グループホーム） 

3.実習方法 

 1）認知症高齢者対象の部署で実習を行う。 

 2）職員とともに認知症高齢者の支援を行う。 

 3）（1人の）認知症高齢者の問題を明らかにし、必要な支援を考える。 

4）認知症高齢者の症状に応じて関わる。 

 5）カンファレンスや共有学習で問題解決に向けた討議を行う。 

 6）各施設の役割・特徴を共有する。 

 

4.実習スケジュール 

例）各グループ（約 10名）が 3つの施設に分かれる（4クール） 

  8：30～16：15 （9時間） 水：4時間 

 月 火 水 木 金 

学生 臨地 

職員とともに

実践 

臨地 

職員とともに

実践 

学内 

実践計画の

検討 

臨地 

主となり実践 

臨地 

主となり実践 

 

・まとめ（老年Ⅱ実習終了後、別日 4時間) 

・認知症高齢者の対象理解について 

・実践報告 

・各施設の機能と役割について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は実習要項参照 

 

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

小児看護学実習 
単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

3学年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

小児各期にある子どもの特徴、成長・発達を理解し、各健康レベルにある小児とその家族に必要な看護の実際を

学ぶ。 

目
標 

1．子どもの特徴、成長･発達段階を理解し、成長･発達を促すためのコミュニケーション、日常生活支援が理解

できる。 

2．健康障害が小児とその家族に与える影響を理解し、小児とその家族にとって健康回復・維持・促進させるた

めに必要な看護援助ができる。 

3．子どもを個として尊重し、その子らしい生活支援や、成長・発達を促すための援助の必要性を理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

1．保育園実習 

1) 実習期間：5日間うち 2日間は学内 

2) 実習施設：栗東市内の保育園および幼児園、学内 

3) 実習方法： 

 ①低年齢(0～1歳)、高年齢(3歳～5歳)のクラスをローテーションする。 

 ②保育士と共に各クラスの保育活動に参加し、月齢・年齢に応じた成長・発達を知る。 

 ③子どもとの遊びや関わりを通してコミュニケーションを行う。 

 ④乳幼児の生活援助および保育環境を見学・実施する。 

 ⑤対象(高年齢)に合わせた健康教育について計画・実施し、保育士より助言を受ける。 

 ⑥最終日は学内で、各保育園(2グループ)での学びを発表し共有する。 

 

2．病棟実習 

 1) 実習期間：7日間うち 1日間は学内(6時間) 

2) 実習施設：済生会滋賀県病院（6東病棟） 

 3) 実習方法： 

 ①患児の発達段階に応じて担当を決め、患児と家族への関わりや援助を見学・実施し、看護の展開をする。 

 ②検査・処置、援助の見学を行い、可能であればスタッフと共に実施する。 

 ③担当する患児がいない場合 

  ・担当している学生の患児と家族への関わりや援助を見学・実施（カルテの閲覧も含む）し、看護の展開を

する。 

  ・小児科の外来（特に循環器、慢性疾患、神経疾患、・アレルギー）の見学やカルテの閲覧を行い、継続看護

の必要性と外来看護師の役割について考える。 

  ・未熟児室の見学を行い、未熟児室に入院する新生児およびハイリスク新生児の特性を理解し、援助の実際

を知る。また、可能であればスタッフと共に実施する。 

 ④カンファレンスは時間内で調整し行う。 

 ⑤自分が関わった患児と家族の事例について発表し共有する。 

⑥最終日は学内で、退院支援を計画しロールプレイをする。その後実習での学びを全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は実習要項参照    

 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

母性看護学実習 
単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

3学年・通年 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

周産期にある母子の特徴と健康課題を理解し、各期に応じた母子とその家族に必要な基礎的な看護の実際を学

ぶ。 

生命の誕生や命を育む過程に触れることで、「命」「母性」「父性」「家族」について自己の考えを深める。 

目
標 

１．妊産褥婦の身体・心理・社会的変化と経過を理解し、各期に応じた必要な看護を理解できる。 

２．新生児の生理的特徴を理解し、胎外生活への適応を促す援助を理解できる。 

３．褥婦の心理および親子関係・家族の形成を促すための援助の必要性を理解できる。 

４．生命の尊厳や母性の尊厳について、自己の考えを深めることができる。 

 内容 

授
業
計
画
・
内
容 

１．実習期間 

 7月頃 

 オリエンテーション・技術確認 6時間 

  

 学内３日間 （24時間）  9:00～16:10 8時間 × 3日間 

 病棟８日間 （60時間）  8:30～16:45 10時間 × 6日間 

 

２．実習場所 

 済生会滋賀県病院 6東病棟  

          産科外来 

 

３．実習方法 

 実習は、原則グループメンバーが 1チームとなり実施する。 

１）学内実習  

実習 1・２日目 

① 提示した事例の妊娠初期・中期・後期に必要な保健指導と分娩期の看護の実際を立案する。 

② 立案した保健指導をロールプレイし、実施した内容についてリフレクションを行う。 

③ 実習に必要な技術練習 

実習最終日 

① 臨地で関わった褥婦と新生児の保健指導を立案する。 

 ②保健指導のロールプレイを行い、実施した内容についてリフレクションを行う。 

 ③実習成果発表会 

２）病棟実習 

 ①学生 5人ないし 6人で 2組の母子を受持つ。 

     （自分が主に関わる母子を選定し、出来る限り退院まで同じ母子と関わる） 

 ②担当している母子の情報収集を行う。（電子カルテ、コミュニケーションなど） 

 ③担当制で関わった母子について、全員で毎日リフレクションを行い、母子について共有し、当日の状態

の把握と翌日の課題について討議する。 

④ 当日関わった褥婦および新生児の経過をアセスメントし、状態を評価する。 

⑤ 下記の項目内容を病棟実習期間内に最低一回以上経験する。 

     CTGモニター装着脱・判読、新生児の VS・沐浴、外来での保健指導の見学、胎盤観察 

⑥ 下記の項目内容を病棟実習期間内に機会があれば経験する 

     正常経過を逸脱した妊婦（切迫早産、悪阻等）との関わり、分娩見学 

 

 

 

 

                                     詳細は実習要項参照 



2025年度 講義概要 

科
目
名 

精神看護学実習 
単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

3学年・前期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

精神障害のある対象者を理解し、精神が障害された人に必要な看護を学ぶ。 

目
標 

1. 精神障害のある人を総合的に理解できる。 

2. 精神障害のある人の健康回復を促すための看護を実践できる。 

3. 精神障害のある人に合わせた治療的コミュニケーションについて理解できる。 

4. 対象者との関係を築くために自己の傾向を理解できる。 

5. 精神看護の役割・機能を理解できる。 

6. 精神科リハビリテーションと地域における精神障害者の支援の実際について理解できる。 

授
業
計
画
・
内
容 

1.病棟実習 

 1）実習期間：10日間（臨地実習：81時間、学内実習：3時間） 

2）実習施設：滋賀八幡病院（精神科病院） 

3）実習方法   

  ①オリエンテーションを受ける。 

  ②患者を１名受け持ち、総合的にアセスメントする。 

  ③病棟の援助計画を参考に計画を立案し実施する。 

  ④治療の場に参加し、患者の状況や看護の役割、多職種との連携を知る。 

⑤プロセスレコードを用いて自己の感情や行動の特性について振り返る。 

  ⑥グループでレクレーションを企画、運営する。 

  ⑦各病棟をローテーションし、各病棟や入院患者の特徴を理解する。 

  ⑧デイケアを参加し社会復帰に向けた関わりについて考える。 

⑨グループホームを見学し地域生活について考える。 

⑩カンファレンスにて共有学習や問題解決に向けた討議を行う。 

⑪機会があれば地域医療連携サービスを見学する。 

（訪問看護、入院時アナムネーゼ、退院支援カンファレンス） 

  ⑫最終日は学内で学びを共有する。 

                  

2. 施設実習 

1）実習期間  1日間（6時間） 

 2）実習施設  あすなろ福祉会 あすなろ園 

3）実習方法   

  ①オリエンテーションを受ける。 

  ②援護寮、授産施設、グループホームを見学する。 

② 精神障害者と作業体験を通して、活動の場を理解する。 

③ 施設の現在の状況を把握し、今後の課題や地域における精神障害者の支援について考える。 

 

   実習スケジュールの 1例 

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ見学 

患者紹介 

隔離体験 病棟ﾛｰﾃｰｼｮﾝ 

（2 時間） 

デイケア 

（半日） 

指導 

6日目 7日目 8日目 9日目 10日目 

患者事例紹介 訪問看護 

入院時ｱﾅﾑﾈｰｾﾞ 

退院支援ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

（いずれか見学） 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

（30 分実施） 

実習の振り返り 実習のまとめ（学内） 

 

 

詳細は実習要項参照 

 



2025年度 講義概要                              

科
目
名 

統合実習 
単
位
数 

2 
時
間
数 

90 

開
講
時
期 

3学年・後期 
担
当 

専任教員 

（看護師） 

目
的 

看護チームの機能と役割遂行・看護管理について既習の知識を統合し、チームの一員として求められる看護実践

力を習得する。 

目
標 

1．受け持ち患者の問題をとらえ、必要な援助を看護チームおよび多職種と連携して実施できる。 

2．複数の患者を受け持ち、必要な援助の優先順位を考えて実施できる。 

3．夜勤帯における看護業務、患者の安全、患者の状況について理解できる。 

4．チームの一員としての役割を認識し、主体的に責任ある行動がとれる。 

授
業
計
画
・
内
容 

１．実習期間：10日間  病棟：9日間（10時間×8日＋半日 5時間＝85時間）、学内：1日（5時間） 

 

２．実習場所：済生会滋賀県病院 （6西、7東、7西、8東、8西、9東、9西病棟） 

 

３．実習方法 

 １）専門職業人として働く上での自己の課題を踏まえ、上記の 7つの病棟から実習する希望病棟を選択する。 

 

 ２）実習病棟が決定したら、実習に必要な事前学習を行う。 

 

 ３）病棟オリエンテーション 

   オリエンテーションは、学生からの質問形式で行う。 

病院の方針に応じた病棟管理については看護課長に対応してもらう。 

 ４）2日目以降、受け持ち患者を 1名決め、チームの看護師と共に看護実践を行う。 

 

 ５）4日目以降、もう一人受け持ち患者を追加し、複数患者の看護実践を行う。 

    (1)1人目の患者は、指導者より簡単な情報を提供してもらい、患者の問題と必要な援助を理解する。 

    (2)2人目の患者を、2日目に提供してもらい、自分で情報収集を行う。 

    (3)3日目以降、チームの看護師と行動調整して、複数患者の援助を実施する。（必要時、一緒に） 

    (4)受け持ち患者に関する報告・相談は、受け持ち看護師に行う。 

リーダーへの報告は、受け持ち看護師と相談して行う。 

     受け持ち患者に行われている診療補助技術についても、看護師の指導下で実施する。 

     （服薬管理、点滴注射の準備、経管栄養の準備と管理など） 

 

 ６）チームカンファレンスに参加する。 

   (1)受け持ち患者に必要な支援をアセスメントし、看護チームに発信する。 

(2)多職種から、患者に必要な支援について情報を得る。 

 

 ７）受け持ち患者への看護援助以外に経験可能な看護援助があれば、指導者に相談し実施する。 

 

 ８）実習期間中に 1日の夜勤帯の看護業務を見学する。 

   夜間の安全管理、夜勤帯の処置や援助、業務間の引継ぎ、看護師・多職種との連携、 

夜勤帯の患者の状況、緊急時の対応 

   夜勤帯実習は 12:30～21:00で、翌日は午後のみ（13:00～16:45）の実習とする。  

 

９）各病棟での学びをまとめ、全体で共有する。 

 

10）実習を通しての学びをレポートにまとめる。 

詳細は実習要項参照 

 


